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児
重
館
館
長
就
任
に
あ
た
り

金
沢
市
立
社
の
里
児
童
館

館

長

松

尾

暦

哉

４
月
か
ら
社
の
里
児
童
館
館
長
に
就
任
し
ま
し
た
松
尾
暦
哉
で
す
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
金
沢
社
の
里
さ
ん
と
同
じ
敷
地
内
に
児
童
館
が
あ
る
御
縁

で
、
日
頃
か
ら
子
ど
も
達
の
活
動
を
見
守

っ
て
下
さ
り
あ
り
が
と
う

ご
ざ

い
ま
す
。
ま
た
、
ご

一
緒
し
て
い
た
だ
け
る
活
動
も

い
く

つ
か

あ
り
、
活
動
を
通
し
て
地
域
の
方
と
の
繋
が
り
が
で
き
る
の
で
、
子

ど
も
達
に
と

っ
て
は
家
庭

・
学
校

・
児
童
ク
ラ
ブ
で
過
ご
す
日
常
と

は
違

っ
た
環
境
に
置
か
れ
、
刺
激
を
受
け
ら
れ
る
機
会
だ
と
思

い
感

謝
し
て
い
ま
す
。

社
の
里
児
童
館
は
社
の
里
小
学
校
の
隣
と

い
う
事
も
あ
り
、
子
ど

も
達
が
毎
日
ど
ん
な
顔
で
通

っ
て
行
く

の
か
が
よ
く
わ
か
り
ま
す
。

学
校
か
ら
児
童
館
に
帰

っ
て
来

て
、

「
お
帰
り
」
と
迎
え
る
声
に

「
た
だ
い
ま
」
と
元
気
良
く
応
え
て
く
れ
る
声
や
リ
ア
ク
シ
ョ
ン
を

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
靴
を
脱
ぎ
捨
て
、
カ
バ
ン
を
放
り
出
し
て

三
階
や
遊
技
場
に
行

っ
て
し
ま

い
、
職
貝
か
ら
注
意
を
受
け
る
子
ど

も
達
が
い
た
と
し
て
も
、
長

い
日
で
成
長
を
遂
げ
る
と
こ
ろ
を
見
て

あ
げ
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。
今
は
こ
う
か
も
し
れ
な

い
け
れ
ど
、

子
ど
も
達
は
成
長
し
、
や
が
て
ル
ー
ル
の
存
在
を
自
覚
し
て
社
会
生

活
を
送

っ
て
く
れ
る
ん
だ
、
と

い
う
事
を
信
じ
て
い
る
の
で
、
慌
て

て
大
き
く
な

っ
て
も
ら
わ
な
く
て
も
良

い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

社
の
里
地
区
は
、
私
の
子
ど
も
時
代
か
ら
大
き
く
様
変
わ
り
し
て

き
ま
し
た
。
田
ん
ば
し
か
な
か

っ
た
と
こ
ろ
に
道
が
通
り
、
若

い
年

代
の
人
が
多
く
移
り
住
ん
で
き
て
く
れ
ま
し
た
。
花
と
緑
に
あ
ふ
れ
、

学
生
や
国
籍
の
違
う
方
が
多
い
の
も
他
の
地
区
と
は
違
う
特
色
で
す
。

そ
の
よ
う
な
貴
重
な
環
境
で
育

つ
子
ど
も
達
が
、
地
域
の
皆
様
と

共
に
活
動
で
き
る
機
会
を
作

っ
て
い
き
た
い
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
ど

う
か
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。



NPO金沢社の里 令和6年度活動状況
総豊かヤr「街づくり」を4めています

事 業 名

事
業
特
定
)F
童
不ll
活
動

調査 。研究事業 調査・研究会

会員の拡大

啓発と普及を図る事業 ニュース (会報)の発行
日P公開による情報公開渚動

地域交流など交流連携推進事業 まちおこしイベント等の開催支援事業

環境保全・花いつばしヽ運動事業 自然環境整備保全事業
地域美化運動推進事業

その他の

事業

まちづくり環境整備受託事業 受託事業

公共施設管理受託事業 受託事業

まちづくり活動
■NEWS(会報)発行 (4・ ア・11月 )
■通常総会 (6/9)
■ホタル観察学習会 (フ/3。 9/10)
■私有地除草 (ア/13・ 10/12)
■ベンチ塗替え (7/27)
■若松社の里秋祭り (9/15)
ロプランダー撤去 (11/23)
■ホタル放流 (12/4)
日もりの里小公園除草維持管理 (毎月)

実施日 配置箇所 花種類・プランダー数

4月 2フ日 鈴懸坂 ベコェア 80基

楡の木坂 ベコニア フ0基

百合の本坂 ベコエア   120基
6月 8日 もりの里 1丁目交差点 ベコエア   120基
11月 9日 事務所横等仮保管 ノヾンジー   200基
3月 23日 鈴懸坂 ノヾンジー 80基

もりの里 1丁目交差点 ノヾンジー   120基

若松・鈴見・田上地区は、昭和32年に金沢市に編入するまで

|よ河Jヒ郡浅川村でした。この地区で生まれ育うた現在85歳

前後の高齢者は、昭和9年4月 20日に発行 (河北郡浅川村

教育研究会)された「浅川村郷土読本[抄 ]」に掲載されていた

「石引往来」を、勉強していたようです。

読本には、お父さんと子どものやり取りから、浅川村にある

歴史の道・石引往来を知つて欲しいとの思いが込められて

いるようで、そのやり取りを読本から報告いたします。

晩秋の空はあくまでもすみきつてゐ(い)ます。もうすっかり

葉の落ちつくした襟(くぬぎ)の木の梢には、さつきから類白が

しきりにさへづつてゐます。◆日はとても珍しい小春田和です。

午後裏山へ父と薪採りに行つた道雄は、ふと広い道に出ま

したと荒れはてて|よゐますが、幅9市もある様な。「おや、お父

さん、こんな広い道がありますね。」「あぁ、それか。中昔の石引

往来だ。」「お父さん、石引往来といふのは。」「金澤城を知つて

ゐるね。」日よい。」「音、あの金澤城の高い石垣は大方その戸室

山から切り出したものだ。その石を運んだのがこの道だよ。

くわししヽことは家へ帰つてから、おづいさんに間くがよしヽ。」

夕飯がすんでから、そだ(粗・伐り取つた樹の枝、薪に使用)を

ゐろりにくべながら、うちの中の者がおづいさんから石戸|

往来の話をうかがひました。今から三百三十年程前、前田

利長様が、金澤城の上里(土塁。どるい)の石塁に築き、なほ

お知らせ

令和 7年度通常総会開催
・国時 6月 8日ltt1 9:30
・場所 金沢市立社の里児童館
・講演 議顕
「安心して暮らせる地域へ
～私の想い～」
BttF日日10:30

さうといろじヽろお調べなされた結果、質もよく運ぶにもT番
都合のよい戸室石を選ばれたのだそうだ。今でも戸室別所や

湯谷原あたりには、その頃切り出さうとのみまで入れた石が

いくらも残つてゐるが、主に切り出したのは、田島や戸室清水

の石切丁場からであつた。それ以来、止ヒ鹿(ここ)は明治維新

まで三百六十餘(余)年の間、引き績(続 )いて戸室石のりつば

な産地であったわけだ。そのため、田島にはわざわざ山奉行

が止宿(とまり)してゐた事もあったさうだ。」附ぢしヽさん、あん

な大きな石をどうして運んだのでせう。」「自動車もなかつた

音の事だから、随分困難をしたものだ。地車(じぐるま)にのせ

たり、穏(そり)で引いたり、棒でつるしたり、とても多くの大手

をかりたものだ。かちかちと合固(合図。あいず)の拍子木が

鳴ると、揃ひのはつぴを着た数人の音頭取が、大きな石を
積んだ 地ヾ車や種の上できれいな書(声)をはり上げてきやり

を歌ふ。すると数百人の人夫が、えんやえんやとかけ雪勇ま

しくひっぱヤJ出すのだ。平地はそれでもよいが、何分上りも

下りもある山道の事だ。その苦労は今の人には考へも及ば

ない位だ。殊(こと)に坂道を下りる時は大変だ。石は自分の

重みで辻(すべり・滑り)り出して危ない。そこで道の左右に

折立ててある一抱もある松の丸太に引綱をかけて、きやりに

合せて、それわいのさつさ、よういこらと巻き下ろしたものだ

そうだ。今でも道ぶしんなどの時、よく其(そ )の時の丸太の

根が出てくることがある。             !
関戸 正彦

石引往来について①
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逹
思
見
・感
想
か
ら
］

☆
ふ
だ
ん
、
何
げ
な
く
み
て
い
る
連
華
寺
の
お
地
蔵
さ
ま
に
も
い
わ
れ
が
あ
る
の
で
す
ね
．
全
沢

の
町
な
か
に
比
べ
れ
ば
、
田
舎
で
し
ょ
う
が
、　
一
生
懸
命
に
生
き
た
先
祖
の
人
々
が
い
た
と
　
　
一

思
う
と
あ
り
が
た
み
を
感
じ
し
ま
す
。

☆
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
す
ぐ
に
当
て
は
め
ら
れ
ま
し
た
が
、
解
答
に
な
っ
て
み
る
と
答
え
の
色
名

に
迷
い
ま
し
た
が
応
募
し
ま
し
た
。
パ
ズ
ル
製
作
者
の
方
は
、
博
学
多
識
を
お
持
ち
で
尊
敬
で
す
。

☆
街
が
赤
や
黄
色
に
色
づ
く
頃
、
カ
レ
ン
ダ
ー
は
あ
と
わ
ず
か
と
な
り
、
残
り
少
な
い
今
年
を

振
り
返

っ
て
み
る
。
元
旦
の
能
登
地
震
に
は
じ
ま
り
、
九
月
の
能
登
豪
雨
、
何
故
能
登
ば
か
り
ｉ
。

未
だ
に
戦
い
が
続
い
て
い
る
。
他
人
ご
と
だ
と
思

っ
て
い
た
災
害
が
、
ま
さ
か
の
自
分
が
住
ん

で
い
る
石
川
県
で
の
こ
と
。
今
こ
う
や

っ
て
平
凡
な
毎
日
が
送
れ
る
こ
と
を
、
当
た
り
前
と

思
わ
ず
ＦＩ
々
、
感
謝
を
し
て
生
き
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
の
投
稿
に
つ
い
て
は
、
今
は
デ
ジ
タ
ル
の
時
代
で
、
皆
さ
ん
ス
マ
ホ
や

バ
ソ
コ
ン
を
使

っ
て
い
ま
す
。
投
稿
も
こ
れ
ま
で
通
り
、
ハ
ガ
キ
に
よ
る
投
稿
も
あ
り

つ
つ

イ
ン
タ
ー
ネ
ツ
ト
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
便
利
に
な
る
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
．

☆
道
路
の
美
化
や
、
祭
り
行
事
等
ご
苦
労
様
で
す
。
お
陰
様
で
地
域
に
勤
め
る
私
共
も
楽
し
く

働
い
て
い
ま
す
．

☆
岩
田
山
蓮
華
寺
の
前
の
お
地
蔵
さ
ん
の
お
写
真
が
小
さ
い
な
が
ら
も
、
優
し
い
雰
囲
気
が
伝
わ

っ

て
き
て
、
是
非
、
直
接
拝
ま
せ
て
い
た
だ
き
た
い
も
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。

☆
お
地
蔵
さ
ん
の
話
や
、
地
域
の
話
が
お
も
し
ろ
か

っ
た
で
す
。
学
校
で
は
習
え
な
い
知
識
で
、

地
元
の
こ
と
を
も

っ
と
知
れ
ま
し
た
。
安
心
し
て
学
校
に
通
え
ま
す
。

☆
Ｎ
Ｐ
Ｏ
金
沢
社
の
里
の
み
な
さ
ま
、
い
つ
も

「
花
と
緑
の
街
づ
く
り
」
「魅
力
あ
る
街
づ
く
り
」

の
活
動
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
年
度
で
１８
年
日
を
迎
え
る
と
い
う
こ
と
で
、
こ
れ

ま
で
積
み
重
ね
て
き
た
取
組
み
や
歴
史
を
感
じ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
理
事
長
を
は
じ
め
会
員

の
み
な
さ
ま
が
地
域
の
た
め
に
、
事
業
活
動
を
推
進
さ
れ
る
の
を
で
き
る
だ
け
協
力
し
な
が
ら

見
守
り
た
い
で
す
。
寒
さ
に
は
お
気
を

つ
け
て
活
動
し
て
く
だ
さ
い
。

☆
来
年
の
春
の
お
花
の
道
路
が
た
の
し
み
で
す
。
い
つ
も
あ
り
が
と
う
。

☆
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
の
問
題
が
難
し
い
も
の
が
有
り
、
中
に
は
解
け
な

い
問
題
も
有
り
、

す
ご
く
考
え
込
み
ま
す
。

☆
今
年
も
、
も
り
の
里
の
５
箇
所
の
歩
道
脇
に
ベ
ヨ
ニ
ア
の
花
．
日
と
心
に
な
し
を
あ
り
が
と
う

ご
ざ

い
ま
す
。
夏
の
暑
い
中
、
水
や
り
と
除
草
大
変
な
お
世
話
を
さ
れ
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
方
々
に

感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
花
の
あ
る
街
づ
く
り
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

☆
歩
道

の
通
学
路
再
修
復
が
年
末
年
始
に
行
わ
れ
、
新
学
期
迄

（
２
０
２
５
年
３
月
）
間
に

合
う
事
で
有
難
い
。

☆
長

い
夏
も
や

っ
と
終
り
、
Ｈ
月
中
旬
に
な

っ
て
、
よ
う
や
く
秋
も
深
ま
り
、
周
り
も
紅
葉

し
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
秋
の
夜
長
に
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
の
難
問
を
解
く
の
も
楽
し

み
の
ひ
と

つ
で
す
．

☆
金
沢
社

の
里
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
楽
し
み
に
拝
見
し
て
お
り
ま
す
‐‐，
特
に
今
月
の
郷
土
こ
は
れ
話
の

地
蔵
さ
ん
の
話
が
載

っ
て
お
り
感
動
し
ま
し
た
。
や
さ
し
い
お
地
蔵
さ
ん
の
人
々
の
思
う

気
持
が
よ
く
理
解
さ
れ
、
地
蔵
さ
ん
が
好
き
に
な
り
ま
し
た
‐，
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

わが町・雑ルリーズ30牛坂本寸の本寸二正はしヽつ ?

前回まで牛坂村と旭町の由来につしヽて触才1ま したが、

で|よ牛坂村lよ しヽつからあるのか。結論をいうと分かつてしヽ

ません。江戸前期の「正保3(1646)年、田中覚兵衛としヽう

浪人が藩に言上し、犀川上流の寺津村石島から水を引しヽて、

牛坂、上野、土清水の野を田文田に開発した。」この頃が開村

の通説のようになつてしヽますが、「正保郷帳」という史料

に|よ同じ年に、米の総収穫高624石余と、既に立派な村落

として成立してしヽたことが分かります。

それから40年余り前の江戸幕府が開かれた慶長年間に

実施さイ1た検地で|よ、全国の土地の把握をするために田文田

の石高を調べ、その頃に作成された lttB賀国絵図」に「牛坂

村」|よ記されています。また、B召和2フ年の台風で倒イ1た

「牛坂八幡神社」の杉の大木 (直径15m)|よ年輪が当時で

3ア0～375年程度であつたことから、今から443年前 (天正

10(1582)年、本能寺の変があつた年)には神社が存在して

しヽたのかもしイ1ません。しかし、それ以前の遺跡や文献等

ホダル放流 杜の里小学校 3年生

の存在 |よ今のところ確認 |よできません。牛坂村 |よ浅野

川に接しており、小立野台地の崖下の湧水で水 l[k豊富

でした。そのため、かなり古くから田畑の開墾 |よ比較

的容易だつたと考えらイ孔ますが、田上、若松よりも

土地が低いため洪水の時 |よ、泥や川石が左岸の牛坂

側へ流才1込み、復旧には大変な苦労があつたと考え

られます。したがって中世以前の浅里刊 1中流域の発展

は、安定した右岸の田上、若松に集中してしヽるのです。

「牛」の語源「憂し」|よ、洪水や台地産の崩落の危険

など、不安定な土地そのものを示してしヽるとしヽえます。

慶長年間に賢坂辻付近にあつた田井村が、金沢効下の

拡張により現在の天神町 1丁目に移転を命じらイ孔まし

た。そイ1を機に本格整備された「田井牛坂出合用水」

(現旭用水)が、牛坂村発展に大きな役割を果たしたこと

|よ F日]違 しヽありません。※「出合」であい=共同、協力

郷土歴史研究家 安 木寸 浩

令和 6年 12月 4日、社の里小学校総合学習の一環として、3年生フ9名がNPO金沢

社の里のホダルの宿で、10月 28日から11月 25日の間、毎日昼休みの時間に4名体

制で飼育・観察で大きく育つたヘイケホダルの幼虫と、餌のカワニナをそれぞイ1160

匹鈴見町せせらざ水路に、全員で「大きくなつて 6月に会いましょう」と声を掛けて

放流しました。
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η鰯風嘲ф騰耐露鰺 タテのカギ

① コーヒーとミルクの融合で作ら

れた飲み物

②スタート

④料理の調理法を記述したもの

⑤小さくて丸いもの

⑥器物を洗うのに用いるもの

③子どものための物語

①物事の一番あと

①金沢のお墓の前に吊るすもの

⑭海上自衛隊尉官の階級の総称

○守らなけれならない決まり

①遠まわりすること

○はつきり認めること

④胸がときどきすること

④講演会等で話す人

⑭物事の肝心な点を的確にとらえる

⑮他人の金品等を素早く盗み取ること

ヨコのカギ
①物を入れるもの

③連なり並ぶこと

⑦頭から首を覆う頭巾ふうのゆつ

たりしたかぶ
'J物

⑨新 1万円札の人物名

⑫ 自分の考えや思い

⑬同じ種類の飲食物を貫うこと

⑮俳句でその季節をあらわす言葉
として用いるもの

⑬例えのこと

⑦選挙等で名乗り出ること

⑩地下水を汲み上げるようにしたもの

②キムチが有名な国

⑮厚みが少ないこと

②海の生物で卵巣や精巣は食用になる

⑪すば抜けていること

⑧北海道近海(取れる魚

答

ヒント*香の風物詩

応募方法
◎郵便はがき又は二次元コードからフォームに
入力のうえ、解答と住所、氏名、感想等を記入し、
4月 30日 までに、次の所へお送りください。

〒920-1165金沢市若松町3-281
NPO金沢杜の里情報公開委員会係

>郷 土 こば れ話 金浦用水の完成年を探る①<
「金浦用水」|こ初めて光をあてたのは、2007年 (平成 19)9月 に

行われた、田上小学校4年生の「金浦用水の探検」でした。探検場所

は銚子町の取水口隧迫で、水トンネルを出口から取水口に向かって

約 130m進むというものて
｀
した。

探検が終わり、生徒から『 トンネルはいつごろ造られたのか』との

質問を受けましたが、案内人の2人 (田上町)は、『何も分からない』

の退答しかできませんでした。生徒の間に答えるため、銚子・四上・

田上本・上若松・鈴見町の聞き取りと、図書館にも通いましたが、

完成年の伝承も記録もないことが分かりました。

金沢市は、『金浦用水は銚子町～上若松町までの全長4・ 4km、

完成年は不明』としています。しかし、鈴見町に「金浦用水は鈴見

まで流れていた。」との言い伝えがあり、田上町の銚子口隧道の

泥上げ日に、鈴見町も参加していたことが分かりました。昔も今も

金浦用水の維持管理は田上町が行っていますが、大工生れの方の

話によると、毎年春に村民総出で蛇籠を竹でつくり、荷車で銚子町

まで運び、女姓は石を集め、男は蛇籠に石を入れて堰を造った。

取入れ口にたどり着くまでが大変で、大工時代以前は、今の上田

上橋辺りから小舟に蛇籠を積んで運んだとのことでした。藩の記録

によれば、1646年 (正保3年 )の「上田上・下田上・若松・鈴見」の

石高の合計と188年経った 1834(天 保5年 )の石高の合計が同じ

数字となっています。このことは、上田上。下田上。若松・鈴見の「水田

開発」が、寛永年間 (1624～ 1644年 )の末には終えており、金浦

用水の完成は、さらに数年さかのばることになります。

前田藩は1632年 (寛永9年 )の秋に「辰巳用水」を完成させてい

ますが、指揮した「板屋兵四郎」は銚子町の取水口近くの袋板屋町

に住み、工事関係者と辰巳の現場に通ったと言われています。藩の

許可なして、隧道を含む鈴見までの用水築造は考えられず、「板屋

兵四郎」によって、金浦用水は完成した可能性があります。(次号へ)

※参考文献「辰巳用水をさぐるかつおきんや」。他。
日上町 亀田輝え

◎49号の正解者の中から抽選で当選
者 15名様に粗品を5月上旬に発送
します。

◎49号の解答は、フ月発行の50号
に掲載します。

◎48号の解答は「コガネイロ」でした。

朝
４８
号
の
答
え

ストップ特殊詳取″

最近増カロしている新たな詐欺手法です。

不審な電話やメールが来たら一人で判断

せず、家族や矢日人、警察に相談しましょう。

SNS型投資詐敷とは?
インターネット上に嘘の投資広告等を

掲載し、SNSに誘導し、投資に関する
やり取りを重ね信頼させて金銭をだま

し取る詐欺。

対  策
0個人名義の回座に振り込まない
0仕組みの不明な投資はしない

SNS型ロマンス許欺とは?
SNS等を通じて、直接会うことなく恋
愛感情や親近感を抱かせ、結婚に伴う

資金、投資金、手数料名目で金銭等を

だまし取る詐欺。

対  策
0相手の言うまま振り込まない
0非対面の相手を信用しない

資料提供 :金沢中警察署暁町交番・暁町交番だより

令和 7年新年度がスター トしました。今年度も
地域の皆様、会員の皆様のご支援、ご協力をお願

いし、緑と花のある住みよいまちづくりに努めま

す。よろしくお願いします (編集後記)
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